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高槻市ぱちんこ遊技場の建築規制に関する指導基準 

 

（趣旨） 

第１条 この指導基準は、高槻市ぱちんこ遊技場の建築規制に関する条例（平成８年高

槻市条例第２４号。以下「条例」という。）第７条に基づき、ぱちんこ遊技場の建築

について指導又は助言を行うため、必要な事項を定めるものとする。 

 

（構造等の基準） 

第２条 この指導基準において、条例第４条各号に規定する構造等の基準は、次の各号

に定めるところによる。 

（１）第１号に規定する幅員９メートル以上の道路は、他の９メートル以上の道路に接

続する交差点までの全区間９メートル以上の幅員を有し、かつ原則として車道と歩

道とが分離された道路とする。 

（２）第２号に規定する後退距離のうち規則第３条第１号に定める部分にあっては、歩

道との間に段差を設けないよう努めるものとする。 

（３）第３号に規定する建築物、広告物及び広告物を掲出する物件の形態、意匠、色彩

及び照明は、快適で良好な生活環境の保全及び青少年の健全な育成に支障がないと

市長が認めるもので、次に掲げる事項に特に配慮するものとする。 

ア 建築物の外観は、意匠等が著しく奇異なものでないこと 

イ 屋根、外壁等は、過度の装飾、けばけばしい色彩、過剰な照明設備等を避ける

こと 

ウ 広告物及び広告物を掲出する物件等の大きさは、高架水槽又は屋上部分の階段

室を覆う程度に止めること 

エ ネオンサイン等は、激しい点滅等のない簡素なもので住宅地側からは見えない

構造とし、原則として第１号に規定する道路に面して設置するものとすること 

（４）第４号に規定する防音に配慮した構造は、出入口については、原則として二重扉

を設置するものとする。 

（５）床面積の算定は．壁その他の区画の中心線で囲まれた部分の水平投影による。 

 

（住民等の範囲） 

第３条 条例第８条第２項に規定する付近の住民等は、次に掲げるいずれか大きい方の

距離以内に居住する者若しくはその者の所属する自治会とする。なお、当該距離以内

に通学路がある場合にあっては、ＰＴＡを含むものとする。 

（１）ぱちんこ遊技場の敷地境界から外側水平方向に２５メートル 

（２）建築物の外壁面等から外側水平方向に当該建築物の高さの２.５倍の距離 

 

（事前相談） 

第４条 ぱちんこ遊技場を建築しようとする者（以下「建築主」という。）は、条例施
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行規則第４条第１号に規定するぱちんこ遊技場建築計画届出書の提出に先立ってぱち

んこ遊技場建築事前相談書（別記様式１号。以下「相談書」という。）を市長に提出

し、必要な指導又は助言を受けなければならない。 

２ 前項の相談書には、次の各号に掲げる図書を添付しなければならない。ただし、市

長が支障がないと認める場合は、当該図書の全部又は一部の添付を省略することがで

きるものとする。 

（１）付近見取図（縮尺２,５００分の１） 

（２）建築物用途別周囲現況図（縮尺２,５００分の１） 

（３）用途地域等周辺配置図（縮尺２,５００分の１） 

（４）配置図（縮尺１００分の１又は２００分の１） 

（５）各階平面図（縮尺１００分の１又は２００分の１） 

（６）立面図（縮尺１００分の１又は２００分の１） 

（７）断面図（縮尺１００分の１又は２００分の１） 

（８）完成予想図 

（９）屋外広告物関係図 

（10）開口部の構造図（開口部の構造及び設備を示すもの） 

（11）外部仕上げ表 

（12）駐車場の位置図（自転車若しくは自動車用の別、位置、収容台数を示すもの） 

（13）現況写真（敷地及びその周辺の状況が分かるもの） 

（14）前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める参考図書 

 

（工事等の通知） 

第５条 建築主は、建築に着手したとき及び建築を完了したときは、速やかにその旨を

市長に通知しなければならない。 

 

（建築主の責務） 

第６条 建築主は、建築物が条例の目的に反しないようにするとともに、それに付随す

る広告物が、住環境及び都市景観並びに青少年の健全育成に悪影響を与えないように

しなければならない。 

 

（実施細目） 

第７条 この指導基準の実施に関し必要な事項は、別に定める。 

 

附則 この指導基準は、平成９年２月２０日から実施する。 

附則 この指導基準は、令和元年５月１日から実施する。 

附則 この指導基準は、令和３年４月１日から実施する。 
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様式第１号（第４条関係） 

 

ぱ ち ん こ 遊 技 場 建 築 事 前 相 談 書  

 

（宛先）高槻市長  

令和  年  月  日 

建 築 主 

（所在地） 

住所 

（名称及び代表者氏名） 

電話 

 

氏名   

代 理 者 

（所在地） 

住所 

（名称及び代表者氏名） 

電話 

 

氏名   

設 計 者 氏名 電話 

施 工 者 氏名 電話 

建 築 位 置 高槻市 用途地域  

工 事 種 別 新築・増築・改築・大規模の修繕・大規模の模様替・用途変更 

 届 出 部 分 既 存 部 分 合 計 
階 数 

地上       階 

敷 地 面 積 ㎡ ㎡ ㎡ 地下       階 

建 築 面 積 ㎡ ㎡ ㎡ 高 さ          ｍ 

延 べ 面 積 ㎡ ㎡ ㎡ 軒 高          ｍ 

遊技場の名称  建築物の構造  

遊技機の台数 台 駐 車 場 面積     ㎡   台数      台 

広 告 物 類 屋上広告物 ・ 袖看板 ・ ネオン等 ・ その他 

 

（添付図書） 

  １ 付近見取り図  ２ 建築物用途別周囲現況図  ３ 用途地域等周辺配置図 

  ４ 配置図  ５ 各階平面図  ６ 立面図  ７ 断面図  ８ 完成予想図 

  ９ 屋外広告物関係図  １０ 開口部の構造  １１ 外部仕上げ表 

  １２ 駐車場の位置図  １３ 現況写真  １４ 市長が必要と認める参考図書 

（注意事項） 

１ この事前相談は、高槻市ぱちんこ遊技場の建築規制に関する条例（以下「条例」という。）

第５条第１項の規定に基づく届出に先立って、あらかじめぱちんこ遊技場の建築計画について

市長と協議し、指導又は助言を受けるものです。 

２ 遊技場を建築しようとする者は、この事前相談書に必要事項を記入のうえ上記図書を添付し

てください。 

３ この事前相談書の内容が条例及び同条例施行規則の改正により新しい条例に抵触することと

なったとき又は、変更のある場合は再度事前相談を必要とする場合があります。 

４ この事前相談が完了した場合であっても、条例第５条第１項に基づく届出の内容を審査する

際、細部について指導を行う場合があります。 


